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9．筋 によ る伸張反射応答の相違
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　本研究 の 目的 は 共 同筋問 の 伸張反射活動 の 関係が

筋活 動様式に応 じて変わ る の か ど うか を明 らか に す

る こ とで あ っ た。

　13名の 健常成人 を対象 と し，3 種類の筋法動様式

（等尺性，短縮性 ，伸張性筋 活動）に よ る肘関節屈

曲動作中に 岡
一

の 関節角度お よ び 角速度 で 肘関節を

急激 に 進展 し， 1二腕二 頭筋長頭 ， 短頭 ， 腕撓骨筋か

ら伸 張反射を誘発 し た 。 そ の 際，筋活動様式問 で 筋

伸張前 の 積分筋放電 レベ ル が 同等に な る よ うに筋伸

張前 の 負荷 の 大 き さ を調節 し た 。 筋電 図 上 の 伸 張反

射 成分 を 短潜 時 （Ml ），長潜時成分 （M2 ，　 M3 ）に

分 け，外乱 入力前 の 背 景筋 活動 （BGA ） と反射後

に 出現する 随意成分 （VOL ） を合 わ せ た 5成 分 の

大 きさを筋活動様式問 で 比 較 し た 。 そ の 結果，筋電

図 1’．の 伸張反射成分 の 大 き さ は， 3筋 と も伸 張性筋

活動に お い て低下 した 。しか も，筋活動様式 に よ る

変化は 後期長潜時反射成分 M3 が最 も大 き く，さ ら

に こ の 変化 は 3 筋 の 中 で は腕橈骨 筋 で最大で あ っ

た 。 反射応答をそ の 時 の BGA との 相対
’
値 で 評価す

る と，総 じて 腕 橈骨筋の 応答が 他 の 筋 に 比 べ て 高

か っ た （図 4b ）。
こ れ は，腕橈骨筋の モ

ー
メ ン トア

ー

ム が長 い こ とに 起 因する と考え ら れ る 。 伸張性筋活

動で は筋腱 全体が伸 張 しなが ら
…

定速度を維持 し な

け れ ば な ら な い た め に ， 伸張 反射の 亢進は動作 の 円

滑な遂行を 阻害す る 。 本研究 の 結果は ， 伸張 「生筋活

動 に おい て ，構造 ヒ応 答性が 高い 腕僥骨筋 の 伸張反

射 を選択的 に 低 下 さ せ る機序が 存在す る こ と を示峻

す る
。
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　本研究 の 目的は，肘関節屈曲の 共同筋で あ る腕橈

骨筋 （BRD ） と上腕 二 頭筋長頭 ・短頭 （BBL ・BBS ）

の 短潜時反射 （Ml ）と長潜時反射 （M2 ，　 M3 ） に対

する 関節角度変化 の 影響 に つ い て 検 討す る こ とで

あ っ た 。

　被検者は健常成人男女10名で あ っ た 。 運動課題 は

肘 関節角度35度，75度，115度 （完全伸展位＝0 度）

の 等尺性肘 関節屈曲運動 （最大随意 収縮 の 約 6 ％）

で あ っ た
。 運動課題遂行申に等速性 の 肘伸展ノ∫向へ

の 機械的外乱 （180deg／s ；外乱後50rnsまで の 平均

速度） を ラ ン ダ ム 問 隔 に加 え，BRD と BBL ，　 BBS

か ら伸 張反 射を 誘 発 した 。外乱刺激 は
， 各条件 で 10

回ず つ で あ り，被検者に は外乱刺激が きた ら，す ぐ

に力 を抜 くよう に 指示 した （do　n 。t　resist ）。 得 られ

た EMG 信号を全波整流後，加算平均 し，伸 張反射

成分 の 短潜時反射 （Ml ） と長潜蒔反射 （M2 ，
　 M3 ）

に区分 し，各成分 の 平均筋 電位 を算 出 した。背景筋

活動レ ベ ル として ，外 乱刺激前ユ001nsの 区閲の 平均

筋電位 を算出 した が ， 3 筋 と も に 各角度間 で 有意差

はなか っ た 。 また，外乱刺激後100ms 以 上 の 明 ら か

な随意的応答は，み られなか っ た 。

　BRD の M ［，　 M2 は 35度 （伸 展 位）で 75度，　 U 　5度

と比 べ て 有 意 に 減少 し， BBL と BBS で は M2 が ll5

度 （屈曲位）で 35度，75度 と比 べ て 有意 に減少 した、

すなわち，肘関節屈筋群 の 伸張反射 に は 関節角度依

存性があ り，上位中枢 の 関与 が 大きい M2 が 大 き く

変化する こ とが示された 。 しか し なが ら，M3 に は，

そ れ ら の 傾向がなか っ た 。 さ ら に，共同筋で も筋に

よ っ て 関節角度変化 に 対 す る 応答性が 異な る こ とが

明ら か に な っ た 。 腕橈骨筋 と ．L腕 二 頭筋 の 角度依存

傾 向の 違 い は，それ ら の筋 の 角度変化に よ る相対 的

な力学的有利 性 の 違 い と
一
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